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日本ラテンアメリカ学術会議!"#$%!実施報告

!"#$年%月に&『日本ラテンアメリカ学術会議&!"#$』を開催しました。!"#'年にサンチアゴとサンパウロで行われ
た東大フォーラムを起源とするこの会議は、ラテンアメリカの諸大学との貴重な学術交流の機会です。今回は、
『第'回チリ・日本学術フォーラム』、『第#回メキシコ・日本学術フォーラム』、『第#回ブラジル・日本学術フォ
ーラム』という、'か国を対象とした各フォーラムを合同で開催する形をとりました。東京大学主催の今回のイベン
トは、東京セッション（%月!#日～!(日）、日光セッション（%月!)日～!$日）、裏磐梯セッション（%月!%日～'"
日）の'部構成で実施されました。

実施報告については以下のページもご参照ください。
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東京セッション

!"#$年%月!#日
参加学生オリエンテーションセッション

場所：東京大学駒場キャンパス!"号館

!"#$年%月!!日、!&日
国際ワークショップ!"#$%!&'()*(!+),!-./,!01/2'1!3)45/.)('1!&%.46%(5)7%48!9:;<‒<=9>?

場所：東京大学本郷キャンパス東洋文化研究所
実施報告についてはこちら

!"#$年%月!'日
@ABCDEFGDHIABCGJ#/KL/!メキシコ講座

場所：東京大学本郷キャンパス社会科学研究所

東京セッションの一部として、EFGHIJK3ILMFGH3NOLPQL「メキシコ講座」が開催されました。これは、研究者
間・大学間の研究交流を支え、学術交流の活性化を図る目的で設置された講座です。メキシコに関するテーマの学
術会議を東京大学にて実施するために、ILMFGHの研究者を東京大学に派遣し、その費用をメキシコ開発庁
（EFGHIJK）が支援する仕組みになっています。第#回メキシコ講座は!"#$年%月!(日に社会科学研究所にて開催さ
れ、ILMFGH経済学研究センターのECR>=&I7=S>;TC&F7S;<S教授が講座担当者となり、UGV8=2-<4C&4;&>V<+W&I72->-
7CS&84C->X2>C8>-&4:&<C:4;B7=<+6&<C&F>V<84Yというテーマで講演を行いました。

日光セッション

日本、メキシコ、チリ、ブラジルの文理諸学術分野の研究者が一堂に会した開会式が行われた日光東照宮客殿は、
参加者で一杯になりました。Z2-+7[4&E67;>-チリ共和国大使館大使、GBB7C2>=&O;<C<S7Sメキシコ合衆国大使館文
化担当参事官、ブラジル連邦共和国大使館科学&技術部部長、GCC<4&\<[7=S<チリ大学（NI*<=>）学長、JRC78<4
]^C8*>?チリカトリカ大学（_NI）学長、]<=[<7&Z<4;R2=<エル・コレヒオ・デ・メヒコ（ILMFGH）学長、&]6=[<4
I7C2+4サンパウロ大学（N]_）副学長、ECS;`-&F7C-<==7マゼラン大学副学長、&林文部科学省国際戦略分析官、羽
田理事・副学長、武田理学系研究科長が開会式や閉会式で挨拶をされました。

!"#$年%月!(日
開会式

場所：日光東照宮客殿

日光東照宮ツアー

ウェルカムレセプション
場所：日光千姫物語ホテル

!"#$年%月!(日～!$日
ワークショップセッション

場所：日光千姫物語ホテル

人文社会科学分野の参加者総数は@@名に達しました。その内訳は、本学から教員#@名、大学院生#(名、チリ・カト
リカ大学から教員@名、大学院生#名、チリ大学から教員#名、ILMFGHから教員７名、大学院生３名、NaEFから教
員３名、大学院生#名でした。

!"#$年%月!)日
日光・華厳の滝・中禅寺湖・奥日光ツアー

!"#$年%月!$日
閉会式

場所：日光千姫物語ホテル

裏磐梯セッション
裏磐梯セッション（!"#$年%月!%日～'"日）では、ワークショップ「ポスト新自由主義時代の民主主義の行方」を
開催しました。メキシコの社会運動研究者であるb4;R>&I7S>C73c47教授（NaEF）と、ペルーの社会運動研究者で
あるF4<->-&E;8>教授（NC<[>;-<+6&4:&F<--42;<）を迎え、他にILFGHやI>C+;4&S>&JC[>-+<R78<TC&6&K48>C8<7
G84CTB<87の大学院生たちと、本学の教員や大学院生を交えて積極的な交流が行われました。詳細はこちら。

!"#$年%月!%日、&"日
大学院生博士論文ワークショップセッション

参加学生（!"##$奨学金受給者）によるレポート
#$%&'()*+%'(),-$.')/'-+0+1'2)3メキシコ国立自治大学4
56708)#0-9$+'2)#&-$((6)3マドリード自治大学4
*+96+:);(6-'8)#'-$10)3エル・コレヒオ・デ・メヒコ大学院大学4
<$-%$+$0)=6-'+26)/6(7)3エル・コレヒオ・デ・メヒコ大学院大学4
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